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皆
みな

様
さま

、こんにちは。ベトナムから来
き

た LE HONG ANH と申
もう

します。今
いま

、私
わたし

は大
だい

学
がく

の１年
ねん

生
せい

で

す。皆
みな

さん、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で孤
こ

独
どく

を感
かん

じたことがありますか？それでは、孤
こ

独
どく

とは何
なん

でしょう

か？ 

孤
こ

独
どく

とは、精
せい

神
しん

的
てき

に頼
たよ

れる人
ひと

や、 心
こころ

が通
つう

じる人
ひと

がいなくて、寂
さみ

しいことです。孤
こ

独
どく

は単
たん

な

る精
せい

神
しん

状
じょう

態
たい

だけでなく、味
あじ

わうことのできる味
あじ

でもあります。にほんにきてから、私
わたし

は孤
こ

独
どく

の味
あじ

を経
けい

験
けん

しました。 

日
に

本
ほん

に来
き

て３年
ねん

がたち、大
だい

学
がく

で学
まな

びながらアルバイトをしています。日
に

本
ほん

に来
く

る前
まえ

に、私
わたし

は

新
あたら

しい国
くに

を発
はっ

見
けん

することに大
おお

きな希
き

望
ぼう

と喜
よろこ

びを感
かん

じていました。最
さい

初
しょ

の年
とし

は姉
あね

の家
か

族
ぞく

と一
いっ

緒
しょ

に住
す

んでいたので、母
はは

に会
あ

いたくて泣
な

いたり、同
どう

僚
りょう

からひどい扱
あつか

いをうけたりしたこと

がありましたが、姉
あね

がいつも励
はげ

ましてくれて寂
さび

しくありませんでした。しかし、２年
ねん

目
め

に姉
あね

が帰
き

国
こく

して、一人
ひ と り

暮
ぐ

らしを始
はじ

めてから、だんだん日
に

本
ほん

での孤
こ

独
どく

を感
かん

じるようになりました。

大
だい

学
がく

では友
とも

達
だち

を作
つく

る機
き

会
かい

がありましたが、関
かん

係
けい

を深
ふか

めることはできませんでした。私
わたし

は悲
かな

し

みや困
こん

難
なん

をすべて自
じ

分
ぶん

の中
なか

に閉
と

じ込
こ

めて、だんだんみなから遠
とお

ざかってしまいました。その

時
とき

、私
わたし

はもうこの人
じん

生
せい

に 喜
よろこ

びを感
かん

じなくなったように思
おも

えました。 

でも、孤
こ

独
どく

な時
じ

期
き

だからこそ、自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

について学
まな

ぶ時
じ

間
かん

を得
え

ることもできると思
おも

います。

私
わたし

は常
つね

に自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えや感
かん

情
じょう

を 共
きょう

有
ゆう

することを恐
おそ

れている人
にん

間
げん

である認
にん

識
しき

していますが、

話
はな

す機
き

会
かい

があれば、 喜
よろこ

んで自
じ

分
ぶん

の 話
はなし

を共
きょう

有
ゆう

したい気
き

持
も

ちもあります。 

孤
こ

独
どく

はベトナムのお茶
ちゃ

の味
あじ

に似
に

ています。最
さい

初
しょ

は口
くち

の中
なか

になにか失
しっ

敗
ぱい

の記
き

憶
おく

のような苦
にが

い味
あじ

があり、重
おも

くて・不
ふ

快
かい

に感
かん

じます。でも、座
すわ

ってゆっくり味
あじ

わうと、苦
にが

味
み

の後
あと

に渋
しぶ

みがあり、

最
さい

後
ご

に優
やさ

しい甘
あま

味
み

を感
かん

じます。渋
しぶ

い味
あじ

は一人
ひ と り

で物
もの

思
おも

いにふける時
とき

、甘
あま

味
み

は深
ふか

い孤
こ

独
どく

を感
かん

じた

ときに感
かん

じます。孤
こ

独
どく

はつらいけれど、よく味
あじ

わえば自
じ

分
ぶん

について学
まな

ぶ時
じ

間
かん

を得
え

ることがで

きると思
おも

います。 

ご清
せい

聴
ちょう

ありがとうございます。 

  


